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Summary 

A questionnaire s町veywas conducted among dwellers ωinvestigate the actual conditions 

of use of interior plantscaping in their homes. Sixty-seven% of世lerespondents used indoor foliage 

pl組 tsin血eirhouses. Respondents reported也at由eyplaced such plants in th出 homesfor interior 

omamentation (69%) and for a fi巴巴lingof comfort (61 % ). Twenty -eight% of respondents expected 

an improvement也indoorair quality by putting plants in rooms. The highest rate of placement of 

indoor pl相 tswas in living rooms， while社lesecond highest placement rate was in en仕組cehalls. 

However， 37% of r，巴spondentswho were using indoor plants in也eirhomes indica旬d白紙偽ey

could not place pl拍 tsin the r'∞ms where they w組 tedωputthem. Especially in entr組問 ha1lsof 
ap訂回ents，it seemed difficu1tωplace plants because of inadequate light in飽nsity. It was sug-

gested that血edesigning of ap訂加.enthouses should include a ∞nsideration of the environment 
conditions r，巴quiredfor interior plants. Pl姐 tssuch as Pothos (Ep伊remnumspp.) ， i.e.， easyめ

grow， were preferr巴d組 dwere also used more often. Weeping fig (Ficus benjamina L.) was liked 

by many respond巴ntsbecause of i包 attractiveshape and texture. Most respondents seemedω 仕出k

that interior plants怯latar巴easyto grow under indoor condition were desirabl巴， and also that their 

sizes， shapes and textures should be harmoniz吋 with出erooms in which they were placed. Many 

respondents expressed concem about白epossible difficulty of growing interior pl姐 tsindoors， 

which resu1ted in a hesitation about using indoor plants in their homes. Th巴seresults suggest that 

plant ma句:ria1ssuitable for a variety of indoor conditions should be propos巴d，and世latinvestiga-

tions紅巳n巴ededinto how best to grow and manage them ind∞<fs. 
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緒言

ガーデニングブーム以降，人々の住まいの周辺での

花や緑への関心が高まり，庭やベランダなどの屋外に
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人間・植物関係学会2002年大会にて内容の一部を報告した.

人間・植物関係学会雑誌 6(2): 31-39， 2007.原著論文.

とどまらず，室内でも多くの人々によって緑が楽しま

れるようになった(下村ら， 2∞12)。一方，室内の緑
が人間に与える影響についてこれまでに様々な研究が

なされており，室内空気浄化，揮発性有機化学物質の

除去 (Yooら， 2∞6) ，温熱環境・快適性向上(浅海
ら， 1994)，視覚疲労回復(浅海ら， 1995)および安

らぎ・ストレス軽減(仁科ら， 1998; Lohr. Pearson-

Mims， 2000)などの効用が報告されている o Pe釘son-

Mims. Lohr (2000)は快適性や生産性を向上させるオ

フィス内の緑化植物の必要性を述べているが，家庭に



Table 1. Questionnaire list 01 indoor loliage plants， Irom which respondents would choose in their homes. 

第1表.アンケート添付資料に示された室内緑化植物のリスト.

植物の形態的特徴 目線の高さ
またはそれ以上
ドラセナ・

肩の高さくらい 腰の高さくらい
ひざの高さ
またはそれ以下

垂れ下がつ 、キンナ トックリラン 青年の樹 アレカヤシ
たもの

葉または
植物体が
細長い
もの

圃司副・・圃園田・田嗣J:'U?7.二刷---------情"・・・・ー---ー---------ー---------ー・・圃
ピンと
とがっTこ
もの

ドラセナ
‘細葉サンデリー'

サイウンカク
サンセベリア・
トリファスキアタ

ミルクブッシュ

クテナンテ・
葉が大きい

アポロゴムノキ モンステラ アロカシア ブルレーもの
葉が広い .圃刷-------------醐・ __________________________________~l~乞主7・・・ー
もの

葉が小さい
もの

斑入りカポック

おいても室内緑化植物の効果的な利用により，居住空

間の快適性を向上させることができると考えられる。

これまでに商業空間や職場における室内緑化植物の

配置の実態やその効果についての研究(下村

ら， 1988; Fjeld， 2000;今西ら， 2002)はあるが，

家庭における室内緑化植物の利用実態についての研究

はほとんど行われていない。ハウスメーカーによる観

葉植物の利用に関するアンケート調査(積水ハウス総

合研究所納得工房， 2000)では，観葉植物を枯らした

経験があると回答した人が82%いたと報告されてお

り，利用実態をさらに調査し，家庭の室内環境下で植

物を栽培するうえでの問題点を明らかにする必要性が

示唆された。また，人々にとって。快適といえる緑化空

間を創り出すには室内緑化および緑化植物に対する

人々の意識や好みも考慮することが必要であると考え

られるが，この視点での研究も見あたらない。

本研究では，家庭における室内緑化植物の利用実態

および利用者の意識を調査することにより，居住空間

における室内緑化植物利用の課題および問題点を明ら

かにするとともに居住者にとっての快適性を向上させ

る室内緑化のあり方を探った。

調査方法

2001年8月4日に，高の原駅西団地(京都府相楽

郡)，ナチュラガーデン高の原(奈良市)，およびロー

レルスクエア登美ヶ丘II (奈良市)の住宅にアンケー

ト用紙をそれぞれ740，360， 193部配布し， 8 月 7~9

日に回収ポストへの投函依頼または戸別訪問によって

合計368部 (28%)を回収した。また， 9月26日に

関西文化学術研究都市ハイタッチ・リサーチパーク

(京都府相楽郡)内の13の企業の社員に対しアンケー

ト用紙を300部配布し， 10月10日に214部 (71%) 
を回収した。企業内での配布および回収は各企業の総

務担当者に依頼した。さらに， 11月22，23日に京都

ベンジャミン コーヒーの木
ジャックと
マメの木

市左京区下鴨中川原町および下鴨貴船町の京都府立大

学周辺の住民を戸別訪問してアンケート用紙を 184部

配布し，同日中の再訪問あるいは郵送依頼により 106

部 (58%)を回収した。以上の結果，アンケートの回

収総数は688部 (38%)となった。

アンケートの質問事項のうち，室内緑化に関する要

望を尋ねた設問では，まず，家の中に植物を置く場

合，どこに置きたいかを選択してもらい，その場所に

望ましい植物の高さ，その高さの望ましい植物および

その植物を選んだ外観上の理由を回答してもらった。

植物の種類については，アンケート添付資料に示した

植物のリストの中から選択するよう求めた(第 I

表)。添付資料には，選択肢となる 16種類の植物を高

さと形態により第1表のように分類して提示し，植物

のカラー写真，種・品種名および育て方もあわせて記

載した。なお，植物の名称には，青年の樹 (Yucca

elephantipes RegeI) ，ジャックとマメの木 (Castano-

spermum australe Cunn. et Fraser) など一部，市場流通

名を用いた。

結果

1.回答者の属性

回答者の居住する住居形態は集合住宅で64%と，

戸建て住宅 (34%)のほぼ2倍であった。回答者の性

別では女性が68%であった。年代では30代が30%

と最も多く，ついで40代 (21%)， 50代 (18%)，20 

代(15%)および60代 (14%)となり，幅広い年代

から回答が得られた。また回答者の職業としては，主

婦が40%と最も多く，ついで会社員 (33%)であっ

た。家族構成では「夫婦のみJ，r夫婦と末子年齢6歳
未満J，r夫婦と末子年齢 6 歳 ~17 歳j および「夫婦

と末子年齢18歳以上」がいずれも約20%であり，
様々な家族構成の家庭から回答を得ることができた。

家族構成員としては， 1人が 8%， 2人が23%，3人
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Table 2. Indoor foliage plants preferred by respondents' favor， 
and the reasons why they were favored (n=405). 

第2表.好きな室内緑化植物とそれを好きな理由(n=405).

好きな植物z 回答率(%)

ポトス
ベンジャミン
パキラ
ドラセナ類
サボテン類
ヘデラ

z上位6種まで示したー
y各植物を好きな理由を上位2項目まで示した.
x各植物を好きな人のうち、これらの各理由を挙げた人の率.

。oeaT
守

'
a
u
a
o

。。

1
1
 

好きな瑳由 y (回答率:%) x 

育てやすい (68) 葉が好き (7) 
植物の姿 (44) 育てやすい (12)
育てやすい (52) 植物の姿 (21) 
育てやすい (35) 植物の姿 (15) 
育てやすい(70) 植物の姿 (4) 
育てやすい (54) 植物の姿 (38) 

部屋のインテリアとして

心が安まる・落ち着くから

自分自身が好きだから

空気をきれいにするから

家族が好きだから

人から頂いたから

何となく

その他

o m w w ~ 00 00 M 00 
回答率(%)

Fig. 1. Reasons provided for having indoor foliage plants in 

homes (n=457， multiple answers) 
第1図.家庭に室内緑化植物を置いている理由 (n=457.複数
回答).

1∞ 
ロ戸建て住宅(h=168)

圃集合住宅(0ぜ84)
80 
回

260 
%40 

20 

。
そ
の
他

脱
衣
室

風
呂

書
斎

階
段

子
供
部
屋

洗
面
所

廊
下
和
室

寝
室
ト
イ
レ

台
所

玄
関

居
間

Fig. 2. Locations where respondents placed indoor foliage 

plants in homes (multiple answers). 

第2図.家庭において室内緑化植物を置いている場所(複数回
答).

が27%，4人が28%，5人が 9%， 6人が 2%で

あった。

2.植物の好みについて

好きな室内緑化植物を 1種類挙げてもらったとこ

ろ，ポトス (Epipremnumspp. )が最も多く，ついで

ベンジャミン (Fic削 benjaminaL. ) ，パキラ (Pachira

aquatica Aubl. ) ， ドラセナ類 (Vracaenaspp.) と続

いた(第2表)。好きな理由としては，ほとんどの植

物で「育てやすい」が最も多かった。また，好きな理
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由として「植物の姿jも多く，ベンジャミンでは最多

(44%)であった。

3.家庭における室内緑化の実態

1 )室内緑化植物の有無と植物を置いている理由

自宅の室内に植物を置いている人は67%(457人)

で，置いていない人が33%(230人)であった(デー

タ略)。住居形態別では，植物を置いている割合は戸

建て住宅居住者 (71%)が集合住宅居住者 (65%)よ

り少し高かった。置いている理由では， I部屋のイン
テリアとしてJが69%と最も高く，ついで「心が安
まる・落ち着くからJ(61%)，I自分自身植物が好きだ
からJ(53%)の願となった(第l図)。また， I空気を
きれいにするからjという回答も 28%あった。

2 )植物を置いている場所と置かれている植物

回答者が植物を置いている場所は，戸建て住宅では

「居間J，I玄関Jともに 70%前後であるのに対し，集
合住宅では「居間」が88%と特に多く， I玄関」は
32%と顕著に低かった(第2図)。どんな植物を家の

中に置いているかを尋ねたところ， 1，404件の有効回

答のうち，総計157種の植物名が示され，利用者の選

ぶ植物の種類が多様であることが明らかとなった。そ

の中でも，ポトスが 17%と最多であり，ついでドラ

セナ類 (10%)，ノfキラ(6 %) ，ヘデラ (Hedera

spp.) (6 %)，ベンジャミン (5%)となった(デー

タ略)。

3 )室内緑化植物を置きたい場所に置くことができて

いるか

室内に植物を置いている人に，置きたいと思う場所

に植物を置くことができているかどうかを尋ねたとこ

ろ，全体で37%の人が「置くことができていないJ
と回答し，住居形態別では，戸建て住宅居住者の

30%，集合住宅居住者の 42%が「置くことができて

いないjと回答した(データ略)。さらに「置きたい

場所に置くことができていないjと回答した人にその

理由を記述してもらったところ，戸建て住宅居住者で

は「スペースがない」などの物理的要因が最多

(51 %)で，ついで「日光が当たらないjなどの室内

環境要因 (27%)が多かった(第3図)。一方，集合

住宅居住者では室内環境要因が最多の 46%であり，

物理的要因は30%であった。また， I置きたい場所に
置くことができていなしづと答えた集合住宅居住者の

うち， 44% (52人)が実際に置きたいと思っている

場所を記述した。その内訳は「玄関jが最も多く，次

に「トイレJ，I風呂Jの順となった(第4図)。一
方，戸建て住宅居住者で，実際に置きたい場所を書い

た人は 20%(10人)と少なく，その内訳に一定の傾

向がみられなかった(データ略)。

4)室内緑化植物を置いていない理由

室内に植物を置いていない屈答者に理由を尋ねたと



スペースなど物理的要因

室内環埠要因

管理n<J瞳u.、

子供やベット由丸、るから

時澗的制約

その他

o 10 20 30 40 50 60 
回答皐(%)

Fig. 3. Reasons given as to why indoor foliage plants could not 

be placed in locations where respondents reported they 

wanted to place them (open-ended answers). 
第3図.家庭において置きたい場所に室内緑化植物を置くこと

ができていない理由(自由記述).
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Fig. 4. Locations where apa代mentdwellers could not place in・

door foliage plants in spite of their wishes to place 

plants (n=52， open-ended answe隠).
第4図.集合住宅居住者が室内緑化植物を置きたいと希望して

いるにもかかわらず置くことができていない場所 (n

=52，自由記述). 

ころ，最も多かったのは「枯らしてしまうJ(33%) と

「手入れが面倒J(33%)であり，続いて「置き場所が

ないJ(29%)，r子どもがいるJ(21 %)そして「手入れ
の方法が分からないJ(20%) となった(第5図)0r枯
らしてしまうJ，r手入れが面倒J，r手入れの方法が分
からないJなど，植物管理に関する回答を一つでも選
んだ人は 50%(114人)になった(データ略)。家庭

での室内緑化を進めるうえで，これら栽培管理の問題

が「置き場所がないJ(29%) という物理的要因や「日

当たりが悪いJ(9 %)などの環境要因よりも大きな障
害となっていることがわかった。

4.家庭での室内緑化に関する要望

1 )室内縁化植物を選択する際の要素

室内に置く植物を選ぶ場合に重視することを質問し

た。その結果，最も多かった回答は「育てやすさJ

枯らしてしまう

手Mゆ電面倒

置き場所がない

小さい子供がいる

手入れの方法が分からない

関心が無い

不衛生

特に理由はない

日当たり胡脱、

ベット市丸、る

その他

無回答

o 5 10 15 20 25 30 35 
回答率(%)

Fig. 5. Reasons respondents did not place indoor foliage plants 

in homes (n君230，multiple answers). 
第5図.家庭において室内緑化植物を置いていない理由 (n=
230，複数回答).

育てやすさ

部屋との慎和

植物の大きさ

外見の良し11し

清潔さ

価格

植物の種類

花車句奴かどうか

斑入りかどうか

置〈気はない

o 10 20 30 40 50 60 70 80 
回答率(%)

Fig. 6. Factors respondents considered in choosing plants for 

interior plantscaping in homes (n = 688， multiple an-

swers). 
第6図.家庭における室内緑化において植物を選ぶ際に重視す

る要素 (n=688，複数回答).

(78%) であり， r部屋との調和J(53%)，r植物の大
きさJ(52%)，r外見の良し悪しJ(45%) と続いた(第
6図)。

2)植物を置きたい場所

植物を置きたい住まいの空間を複数回答可能の条件

で尋ねたところ， r居間jが最多 (88%)，ついで「玄
関jが64%であり， 3番目以降に「トイレJ(28%)， 

「台所J(27%)，r洗面所J(19%) と水回りのスペース
が続いた(データ略)。

室内に植物を置いている回答者の「植物を置きたい

場所(要望)Jと「植物を置いている場所(現実)J (第
2図)を住居形態ごとに比較し室内植物の配置につ

いて示された要望と現実を検討した。その結果，戸建
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Fig.7. Differences between wishes and realities of interior 

plantscaping (multiple answers). 
第7図.住居形態別の植物を置きたい場所(要望)と置いてい
る場所(現実)の比較(複数回答).

て住宅，集合住宅ともにほとんどの項目で「置きたい

場所(要望)jの回答率が「置いている場所(現実)j

の回答率を上回った(第7図)0rトイレj，r洗面所j
および「寝室Jについては，戸建て住宅，集合住宅の
いずれにおいても「要望」と「現実」の回答率の差が

大きかった。また，特に「玄関Jにおいて，戸建て住
宅よりも集合住宅での「要望」と「現実」の回答率の

差が大きかった。

3 )望ましい植物の高さ

回答者の選んだ「植物を置きたい場所」に望ましい

植物の高さを，選択肢から二つを限度に選択するよう

求めた。場所ごとに，回答率の高かった上位3位まで

を第3表に示した。居間では「肩の高さj，r腰の高

Table 3. Desirable heights of indoor foliage plants for the loca-

tions where respondents wanted to place plants (mul・
tiple answers). 

第3表.回答者が選んだ家庭内の植物を置きたい場所とその場
所に望ましい植物の高さ(複数回答). 

望ましい高さ"(回答率.軸}

膿(22) 目線(21)

肩(20) ひざ(1η

ひざー台混(16) ハンギング(14)
ひざ一台(19) 回線(冶}

ハンギング(14) ひざ一台(14)
肩(18) 脹(17)

肩(24) 回線(13)

ハンギング'(16) ひざ一台(9)
ひざ一台(19) 11(15) 

ハンギンタ'(12) 11(5) 

墨量豊亙
居間(n=768) 澗(2酒}

玄関(n=516) 贋(22)

トイレ(n=20η ひざ(34)

台所(n=209) ひざ(3ω

洗面所(n=14O) ひざ(35)

寝室伽司柑) ひぢ(18)

廊下(n=llω 11(3ω 

.畠(n=74) ひざ(27)

和lI(n=67) ひざ(31)

E1.(n=33】 ひざ(12)

z植物の高さの区分l立以下の通りとした
目録・目線の寓さまたはそれ以上.罵:肩の高さ〈らい，

.:.の高さ:(らい.ひざひざの寓さまたはそれ以下.
V上位3項目まで示し在

実台の上に置:<.
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さj，r目線の高さ，またはそれ以上」の順となり，比
較的背の高い植物が好まれた。和室では「ひざの高

さ，またはそれ以下Jと「ひざの高さ，またはそれ以
下のものを台の上に置くJとの回答が多かった。ま
た， rトイレj，r台所j，r洗面所j，r風日」などの水
田りには共通した傾向がみられ，いずれも「ひざの高

さ，またはそれ以下Jが最も多く，ついで「ひざの高
さ，またはそれ以下のものを台に置くJや「ハンギン
グJが選ばれた。「玄関」および「寝室Jでは回答に一
定の傾向がみられなかった。

4)場所ごとの望ましい植物の種類

回答者の選んだ「植物を置きたい場所Jに望ましい

植物を，添付資料に示した 16種類(第1表)から選

択すあょう求めた。ベンジャミンが「居間j，r玄
関j，r寝室」および「廊下」において最も回答率が高
かった(第4表)。特に「居間Jでは28%という高い
回答率であった。また， rひざの高さまたはそれ以
下Jの高さを望ましいとする回答の多かった， rトイ
レj，r台所j，r洗面所j，r風目j，r和室Jおよび「階
段jのうち， r台所J以外ではアレカヤシが多く選ば
れたが， r台所」では，ジヤツクとマメの木と，コー
ヒーの木 (Coffeaarabica L.)が多かった。

5)室内に置きたい植物

アンケートでは植物を置きたい場所ごとに望ましい

植物の高さの選択を求め，その後，その高さごとに望

ましい植物を添付資料により選択するよう求めた。そ

れらのデータをもとに，植物の高さ別に選択された植

物(第4表)ごとの選択率(回答率)を算出すること

により高さごとの植物選択の志向を探った(第 5

表)。なお，ここでは配布した添付資料のとおりに高

さと植物が対応している回答のみを対象とした。その

結果， r目線の高さまたはそれ以上」ではドラセナ・
コンキンナ‘トリカラー，(Dracaena concinna Kunth 

'Tricolor' )が， r肩の高さくらいJではベンジャミン
が， r腰の高さくらい」では青年の樹が， rひざの高
さ，またはそれ以下Jではアレカヤシ (Chrysalido-
carpus lutescens H. Wendl.)が置きたい植物として最

も多かった。

6)植物を選んだ外観上の理由

「植物を置きたい場所」に望ましい植物(第4表)

を選択した理由を「葉の模様j，r植物の姿j，r葉の
形Jおよび「部屋のイメージに合うから」の中から選
択を求めた。その結果，ほとんどの植物で「植物の

姿jが最も多く選択された(第8図)。しかし，モン

ステラ (Monsterasp.) とアロカシア (Alocasia

cadierii Chan佐ier'Green Velvet') については「葉の

形j，クテナンテ (Ctenantheburle・附rxiiH.Kennedy) 

は「葉の模様jを選択する回答が最も多かった。



Table 4. Indoor foliage plant types desirable for the locations 

where respondents wanted to place plants (multiple 

answers). 
第4表.回答者カf選んだ家庭内の植物を置きたい場所とその場

jifiに望ましい植物(複数回答).

E置場所 置きたい植物"'Lて回答の事かった植物z(回答率軸)
居間(n=768) ベンジャミン (28) 青年の樹(9) アレカヤシ (8)

玄関(n=516) ベンジャミン (14) アレカヤシ (8) 青年の樹 (8)

トイレ加=207) アレカヤシ(11) ジャッヲとマメの木(11) ?テナンテ(10)

台所加=209) ジャッヲとマメの木(11) コーヒーの木(10) アロカシア(8)

洗面所(n=139) アレカヤシ (10) ジャックとマメの木(9) アロカシア仰)

寝室(n=146) ベンジャミン(12) アレ力ヤシ (11) 青年の樹(7)

廊下(n=110) ベンジャミン(13) ザンセベリア (11)

風目 (n=74) アレカヤシ(14) アロカシア(14)

和室(n=68) アレカヤシ(13) アロカシア(13) ヲ子ナンテ(9)

階段(n=33) アレカヤシ(12) アロカシア(12)
z上位3種まで 3位が複数の場合は2位までを示した
植物は第1衰の16種類から選択することとした

トッヲリラン(n=67)

ベンコャミン(n=340)

ドラセナ・サンデリベn=74)

ドラセナ・コンキシすてn=95)

ミルウブッシニ山=59)

青年の樹(n=158)

サイウンカウ(n=92)

ジャッヲとマメの木(η=131)

アレカヤ以n=201)

斑入りカポッヲ(n=93)

サンセベリア'(n=96)

アポロゴムの木(n=101)

コー七一切木(n=103)

アロかンア(n=133)

モンステヨn=117)

ヲ子ナシテ(n=122)

圃植物の姿図葉の形ロ部屋のイメージiこ合うから圃葉の模様

o W ~ W W 100 lW 1~ 

回答率(%)

Fig. 8. Reasons respondents chose plants for interior plant-

scaping in the locations where they wanted to place 

plants (multiple answers). 
第8図.家庭内の植物を置きたい場所に望ましい植物とその植

物を選んだ外観上の理由(複数回答).

5.家庭における室内緑化への期待と不安

室内に植物を置くうえで期待することおよび不安な

ことについて自由記述で回答を求めた。期待すること

として 614件，不安なこととして 680件の回答が得ら

れた(データ略)。期待することとして特に多かった

のは， r心が落ち着くj，r心がやすらぐ'j，rリラック
ス効果jなどの心理的安定効果 (41%)であった。つ

いで「部屋の雰囲気がよくなる」や[部屋のインテリ

アとして」といった「インテリア性の向上j(18%)が

多かった。また，その次に「空気の浄化j(l1 %)が挙

げられた。「身体的効果j(5 %)として分類した意見

のほとんどは「緑が自に良い」であった。「栽培の楽し

みjは 4%であった。

不安なこととしては「枯らしてしまう・手入れの方

法が分からないj(33%)などの管理面での不安が最多

であり，ついで「害虫の発生j(28%)が多かった。ま

た， r衛生的でないj，r士にカピが生えるj，r土や水
がこぼれるjといった衛生面の不安(12%)も多かった。

考察

1.家庭での室内緑化に対する意識

家庭において室内に植物を置いている理由として，

「部屋のインテリアとしてjや「心が安まる・落ち着

くから」が多く挙げられ(第1図)，また室内緑化へ

の期待を尋ねた設問でも， r心理的安定効果」ゃ「イ
ンテリア性の向上」が多く回答された(データ略)。

室内緑化植物を選ぶ場合に重視する要素としても，

「育てやすさJに続いて「部屋との調和j，r植物の大
きさj，r外見の良し悪し」などのインテリア要素が重
視されていた(第6図)。

以上から，人々が室内緑化植物をインテリアや癒し

の要素として期待し，また利用していることがわかっ

た。また，室内に植物を置いている理由として「空気

をきれいにするから」という回答が28%あり(第 l

図)，室内緑化への期待としても「心理的安定効果j，

「インテリア性の向上」についで「空気の浄化J
(l1 %)が挙げられ，植物の持つ空気浄化能力への期

待感もうかがえた。

一方，室内緑化への期待として「栽培の楽しみJを
答えた人は 4%と少なかった。以前にガーデニング

について行われたアンケート調査では「育てることが

楽しいjとの回答が79%あった(下村ら， 2002)こ

とから，屋外のガーデニングと室内緑化との意識の違

いが示される結果となった。室内緑化では「育てて楽

しむjよりも「置いてその効果を享受するjという意

識が強いようであった。

2.選択される植物と選択の理由

好きな室内緑化植物としてポトス，ベンジャミン，

パキラ， ドラセナ類などが多く回答され，好きな理由

としてほとんどの植物で「育てやすい」が最も多かっ

た(第2表)。また，室内緑化植物を選ぶ際に最も重

視される要素も「育てやすさ」であった(第6図)。

さらに，実際に室内に置かれている植物としてもポト

スが最多であり，ついでドラセナ類，パキラ，ヘデ

ラ，ベンジャミンが多かった(データ略)。これらの

結果から，家庭内では育てやすい植物が好まれ，また

実際に量かれていることが確認された。

今回の調査で置いているとの回答が特に多かったポ

トスは，つる性で登撃と下垂の双方に利用できるた

め，ヘゴ付き大鉢， ミニ観葉さらにはハンギングなど

利用形態も多岐にわたっている。また，算定に耐え，

挿し芽繁殖が容易で、あり，室内緑化植物の中でも特に

低照度への耐性が高い(仁科， 1999)。一番長く育て
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Table 5. Indoor foliage plants desirable for interior plantscaping in groups classified on plant height (multiple 
answers). 

第5表.植物の高さ別にみた家庭の室内に置きたい植物(複数回答).

植物の高さ 室内に置きたい植物z(回答率:%) 

回線の高さ
ドラセナ・ ドラセナ‘細葉 斑入り アポロまたはそれ以上

(n=125) コンキンナ(32) サンデリー. (26) カポック (22) ゴムノキ(21)

肩の高さくらい
ベンジャミン(72) トックリラン(11) サイウンカク (9) モンステラ (8)(n=207) 

腰の高さくらい
青年の樹(39) サンセベリア(24) アロカシア(19)(n=160) コーヒーの木(18)

ひざの高さ
ジャックと ミJ(，クまたはそれ以下

(n=285) 
アレカヤシ(36)

マメの木(28)
クテナンテ(25)

ブッシュ(11)

z植物は第1表の16種類から選択.

ている植物を問う質問にポトスの回答が最多であると

のアンケート結果(積水ハウス総合研究所納得工

房.2∞0)もある。これらのことから，ポトスは最も
育てやすい室内緑化植物として多くの家庭で広く利用

されているものと考えられる。

また，植物を好きな理由として「育てやすいjにつ

いで、多かったのは「植物の姿jであった(第2表)。

室内緑化植物を選んだ外観上の理由としても，ほとん

どの植物で「植物の姿Jが最も多く挙げられており
(第8図).室内緑化植物では植物全体の姿が重視され

ているものと考えられた。第3表，第4表および第5

表のデータはアンケート添付資料の植物のカラー写真

を見せて，望ましい植物の高さおよび種類の選択を求

めた結果を示しており，回答者の植物の外観について

の要望を反映していると考えられる。高さについて

は.r居間Jには比較的背の高い植物が好まれ.r和
室」には部屋に滞在する擦の目線の高さを意識して，

背の低い植物が望まれていることがうかがえた(第3

表)0rトイレj.r台所j.r洗面所」および「風呂jな
どの水回りには，スペースに余裕がないためか，小さ

めの植物やハンギングが希望されていた。場所ごとの

望ましい植物として，ほとんどの場所でベンジャミン

やアレカヤシが多く選ばれたが. r台所Jでは，
ジヤツクとマメの木と，コーヒーの木が多く，インテ

リアとして置きたい植物のイメージが「台所」は他の

場所とは異なるようであった(第4表)。以上によ

り，各室内空間それぞれに，大きさや外観などが調和

する植物が求められていることがわかった。

植物の高さ別にみた室内に置きたい植物(第5表)

について，第 l表を参考にそれら植物の形態的特徴を

探った。その結果，好まれる植物のドラセナ・コンキ

ンナ，青年の樹およびアレカヤシは植物体が細長く，

葉身が細く垂れ下がっており，またベンジャミンは葉
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身が小さく，枝が垂れ下がる形態であった。一方，置

きたい植物としての回答の少なかったサイウンカク

( Euphor bia trigona Haw.) とミルクブッシユ

(Euphorbia tirucalli L. )は植物体が細長くとがってお

り，モンステラは葉身が広く大きい点で目立ってい

る。仁科(1998)が観葉植物各種の印象を調査した結

果.r置きたいj植物は「心が落ち着くj植物として
評価され，また.r置きたくないj植物は「冷たいj.
「緊張感のある」植物として判断された。本研究で室

内に植物を置く理由として f心が安まる・落ち着くか
らjが多く回答された(第1図)ことも考慮すると，

家庭の室内緑化には，垂れ下がった枝葉や小さな葉と

いうような，柔らかいテクスチュアの植物が，心を落

ち着かせる植物として好まれ，とがった葉，大きな葉

などの形状をもっ植物は敬遠される傾向があるのでは

ないかと推察された。

特にベンジャミンは家庭内の様々な場所に対して望

ましい植物として回答され(第4表)，室内に置きた

い植物として集計された結果においても特に回答率が

高かった(第5表)。さらに，好きな室内緑化植物を

尋ねた設問においてもポトスについで2番目に高い回

答率を得た(第2表)。また，好きな理由として，他

の植物では「育てやすいjが最も多いにもかかわら

ず，ベンジャミンでは「植物の姿jが最多であった。

仁科 (1998)が被験者を用いて室内で、行った，各種観

葉植物の印象の評価実験においても，ベンジャミンが

「置きたい植物jおよび「おしゃれな植物」の項目で

最も高く評価されており，ベンジャミンについては，

育てやすさ以上に植物体の形状に魅力を感じる人の多

いことが示唆された。

3.植物の置き場所

植物の置き場所は，戸建て住宅では「居間Jと「玄



関jがともに多かったのに対し，集合住宅では「居

間」が特に多く， I玄関」は戸建て住宅に比べ極端に
少なかった(第2図)。また，戸建て住宅居住者より

も集合住宅居住者で「置きたいと思う場所に植物を置

くことができていなしづと回答した人が多く(データ

略)，その理由は日当たりなどの室内環境要因が最多

であった(第3図)。集合住宅では南側に配置される

ことの多い「居間Jを除いて光条件や空間条件が不十
分であるため，その結果として「居間」に集中して植

物が置かれていたものと推察された。また，集合住宅

居住者が置きたいと思いながら置くことができていな

い場所は「玄関」が最も多く(第4図)，さらに「植

物を置きたい場所(要望)Jと「植物をおいている場

所(現実)Jの違いの比較においても，特に集合住宅

の「玄関Jで「要望」と「現実」の差が大きかった
(第7図)。これらの結果より，集合住宅居住者も戸建

て住宅居住者同様， I玄関」に植物を置きたいという
要望を持っているにもかかわらず，実現できずにいる

実態が明らかとなった。集合住宅の「玄関」は遮蔽性

が高く，戸建て住宅のような明かり採りの仕組みがな

いことが原因であると推測され，今後の集合住宅設計

の課題であると考えられた。

また， I植物を置きたい場所(要望)Jと「植物をお
いている場所(現実)Jを比較すると，戸建て住宅，

集合住宅ともにほとんどの項目で「要望jの回答率が

「現実Jの回答率を上回っていた(第7図)。これによ
り，すでに室内に植物を置いている人も，現状に満足

しておらず，さらに別の部屋にも植物を置きたいと希

望していると考えられた。戸建て住宅，集合住宅とも

に， rトイレJ，I洗面所jおよび「寝室Jにおいて
「要望」と「現実」の回答率の差が大きく，これらの

空間にも植物を置きたいという要望があることが示唆

された。これらの場所は光条件，空間条件が不十分で

あるために植物を置くことができていないと推察さ

れ，今後，家庭における室内緑化をさらに充実させる

ためには，室内緑化植物の置き場所を意識した住宅設

計の検討・考案が望まれる。

4.栽培管理の問題点

室内に植物を置いていない回答者はその理由とし

て， r枯らしてしまうJ，I手入れが面倒」など，植物
管理に関する回答を多く挙げた(第5図)。また，室

内緑化への不安としても， I枯らしてしまう・手入れ
の方法が分からない」などの管理面での不安が最多で

あった(データ略)。室内緑化植物として販売されて

いるいわゆる観葉植物はその種が多岐にわたり，好適

な生育環境は種ごとに異なる (Harrisら， 1998) もの

の，利用者にはそれらの知識が不足していると思われ

る。生産者や販売庖などが植物の性質や栽培管理方法

を提示し，室内空間ごとの環境に適した植物の提案を

行うことの必要性が示唆された。そのためにも，家庭

の室内空間における，人工光を含めた光環境と各種植

物の生育との関係を長期的に調査し，低照度下で利用

可能な室内植物を整理することが必要であろう。

摘要

人々の居住空間における室内緑化植物の利用実態お

よび室内緑化に対する意識を戸建て住宅と集合住宅の

住民を対象に，アンケートにより調査した。 67%の

人が室内に植物を置いており，その理由として「イン

テリアとしてJ(69%)や「心が安まるJ(61 %)が多く
挙げられ， r空気の浄化J(28%) にも期待が示され
た。植物を置いている場所および置きたい場所のいず

れも， I居間」が最も多く，ついで「玄関Jが多かっ
た。しかし，置いている人のうち 37%は， rスペース
がないJ，r日当たりが悪い」などの理由から置きたい
場所に置くことができていない実態が明らかとなっ

た。特に集合住宅の「玄関Jについては，置きたいと
いう希望が多いにもかかわらず，採光や日当たりなど

の環境要因により，置くことが困難な場合が多く，住

宅設計の課題と考えられた。植物の種類としては，ポ

トスのような育てやすい植物が好まれ，広く利用され

ていた。また，各室内空間それぞれに，大きさや外観

などが調和する植物が求められており，特にベンジャ

ミンがその姿の良さから好まれていた。一方，多くの

人が「枯らしてしまうJ，r手入れの方法がわからな
いjなど，栽培管理について不安を感じており，その

ことが室内植物を置いていない主要な要因にもなって

いた。以上から各室内空間の環境に合う植物の提案や

その栽培管理方法の解明と普及が課題であると考えら

れた。

引用文献

浅海英記・仁科弘重・塚西 圭・増井典良・橋本

康.1994.観葉植物が室内の温熱環境および温熱

快適性に及ぼす影響 一冬期における実験による

解析 .建築学会計画系論文集464: 39-46. 

浅海英記・仁科弘重・中村博文・増井典良・橋本

康.1995.観葉植物を見ることがVDT作業に伴

う視覚疲労に及ぼす影響.植物工場学会誌 7: 

138-143. 

巧eld，T. 2000.百1巴 effectof interior planting on heal白

組 ddiscomfort among work巴rsand school children. 

HortTechnology 10 : 46・52.

Harris， C. W.， N. T. Dines and K. D. Brown. 1998. Time同

saver standards for landscape archit巴cture.pp. 620/ 

14-620/17. McGraw-Hill， New York. 

今西弘子・生尾昌子・稲本勝彦・土井元章・今西英

38 



雄.2002.植物の存在がオフィスで働く人々に与

える心理効果.聞学研.1: 71-74. 

Lohr， V. 1. and C. H. Pe訂son-Mims.2000. Physical dis-

comfort may be reduc巴din也epresence of interior 

pl祖 ts.HortTechnology 10 : 53・58.

仁科弘重・中本有美・渡森 里・増井典良・橋本

康.1998.観葉植物が人間の心理に及ぼすアメニ

ティ効果の脳波びSD法による解析.植物工場学

会誌10:6ト69.

仁科弘重.1998.グリーンアメニティ (2)一人間の感

性から考える室内緑化農業および園芸 73: 

1270-1277. 

仁科弘重.1999.グリーンアメニティ (3) 人間の感

性から考える室内緑化一.農業および園芸74: 

34-40. 

Pe訂son-Mims，C. H. and V. 1. Lohr. 2000. Reported im-

39 

pacts of interior plantscaping in 0田ceenvironments 

in血eUnited States. HortTechnology 10 : 82・86.

積水ハウス総合研究所納得工房.2000.納得工房来館

者アンケート調査報告書観葉植物について編.

京都.

下村孝・中尾幸彦・筒井旬子.1988.商業空間にお

けるインテリア材料としての観葉植物の利用と役

割.造園雑誌51: 114-119. 

下村孝・船越ゅう紀・高橋ちぐさ.2002.園芸愛好

家などへのアンケート調査によるガーデニングブ

ームの実態調査.日農教誌.33: 65-74. 

Yoo， M. H.， Y. J. Kwon姐 dK. Son. 2006. Efficacy of 

indoor pl組 tsfor the removal of single and mixed 

volatile organic pollutants and physiologica1 effects 

of the volatiles on投leplants. Amer. Soc. Hort. Sci. 

131 : 452-458. 


